
はじめに：教
きょう

材
ざい

のコンセプトと作成
さくせい

の目的
もくてき

 

 

この 教
きょう

材
ざい

は、文
ぶん

化
か

庁
ちょう

平成
へいせい

28年度
ね ん ど

「生活者
せいかつしゃ

としての外国人
がいこくじん

」のため

の日本語
に ほ ん ご

教
きょう

育
いく

事
じ

業
ぎょう

－地
ち

域
いき

日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

育
いく

実
じっ

践
せん

プログラム(Ａ)「定
てい

住
じゅう

外
がい

国
こく

人
じん

の漢
かん

字
じ

学
がく

習
しゅう

支
し

援
えん

」（受託
じゅたく

団体
だんたい

：多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

センター大阪
おおさか

）で実
じっ

施
し

し

た 3 つのプログラムのうちの 1 つ「日本語
に ほ ん ご

教 育
きょういく

のための学 習
がくしゅう

教 材
きょうざい

の

作成
さくせい

」によってつくられたものです。 

簡
かん

単
たん

な日
にち

常
じょう

会
かい

話
わ

ができて、ひらがなとカタカナの読
よ

み書
か

きがほぼ

できるくらいのレベルの非
ひ

漢
かん

字
じ

圏
けん

出
しゅっ

身
しん

の人
ひと

たちが、初
はじ

めて漢
かん

字
じ

を

勉 強
べんきょう

するためにつくられました。ひとりで学
がく

習
しゅう

するというよりは、

日本語
に ほ ん ご

ボランティアや友達
ともだち

などの学
がく

習
しゅう

支
し

援
えん

者
しゃ

といっしょに学
がく

習
しゅう

す

ることによって、より大
おお

きな効果
こ う か

が出
で

るように 考
かんが

えられています。 

 

今
いま

までも、外国人
がいこくじん

が漢
かん

字
じ

を勉 強
べんきょう

するための 教
きょう

科
か

書
しょ

はたくさんあり

ました。しかし、それらは「生活者
せいかつしゃ

としての外国人
がいこくじん

」が毎日
まいにち

の生活
せいかつ

で出会
で あ

う 漢
かんじ

字を意
い

識
しき

してつくられたものではありません。ですから、普
ふ

通
つう

の

漢
かん

字
じ

教
きょう

科
か

書
しょ

で勉 強
べんきょう

していれば、毎日
まいにち

読
よ

まなければならない重 要
じゅうよう

な

漢字
か ん じ

が読
よ

めて意味
い み

がわかるようになるまでに何年
なんねん

もかかってしまいま

す。子
こ

どもが学校
がっこう

からもらってくる手
て

紙
がみ

が読
よ

めるようになった時
とき

には、

もう子
こ

どもは学校
がっこう

を卒
そつ

業
ぎょう

してしまっているかもしれません。それは大
おお

きな問題
もんだい

です。 



そこで、わたしたちは「今日
き ょ う

、勉
べん

強
きょう

したこと」が「今日
き ょ う

、生活
せいかつ

のな

かで使
つか

える」漢
かん

字
じ

教 育
きょういく

を 行
おこな

うこと、そのための 教
きょう

材
ざい

をつくることを

目指
め ざ

しました。「簡単
かんたん

な漢
かん

字
じ

」から学
がく

習
しゅう

するという今
いま

までの漢
かん

字
じ

教
きょういく

育の 考
かんが

え方
かた

ではなく、「生活
せいかつ

に必要
ひつよう

な漢字
か ん じ

のことば」から 順
じゅん

に学 習
がくしゅう

す

るという「生活者
せいかつしゃ

」の視点
し て ん

で教 材
きょうざい

を作成
さくせい

しました。毎日
まいにち

の生活
せいかつ

に密 着
みっちゃく

したテーマを取
と

り上
あ

げて、生活
せいかつ

のなかで見
み

る漢字
か ん じ

のことばを、それが使
つか

われている場
ば

面
めん

や背景
はいけい

といっしょに切
き

り取
と

った写真
しゃしん

を素
そ

材
ざい

にしていま

す。街
まち

や生活のなかで見
み

る漢
かん

字
じ

に 興
きょう

味
み

を持
も

ち、文字
も じ

として認識
にんしき

する

力
ちから

をつけること、また、漢
かん

字
じ

を書
か

くことより、何
なに

かの 情
じょう

報
ほう

を得
え

る

ために読
よ

めるようになることが目
もく

標
ひょう

です。そして何
なに

よりも、漢
かん

字
じ

に

興
きょう

味
み

を持
も

って、学
がく

習
しゅう

を続
つづ

けていこうと思
おも

うようになることを、第一
だいいち

の目的
もくてき

としています。 

何年
なんねん

も、何十年
なんじゅうねん

も日本
に ほ ん

に暮
く

らしているのに、漢字
か ん じ

がわからないため

に、日 常
にちじょう

生活
せいかつ

に苦労
く ろ う

したり、行動
こうどう

範
はん

囲
い

が狭
せま

くなったりしている外国人
がいこくじん

がたくさんいます。この教 材
きょうざい

が、そういう人
ひと

たちの生活
せいかつ

を豊
ゆた

かに、楽
たの

しくするために役
やく

に立
た

てば、とてもうれしく思
おも

います。 
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